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ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長

宇
野
松
人

令
和
四
年
の
春
分
の
季
節
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
機
関
や
各
団
体
の
方
々
の

当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
し
格
別
の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
全
国
の
災
害
状
況
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
七
月
に
は
梅

雨
前
線
に
よ
る
大
雨
に
伴
い
静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山
で
土
石
流
が
発
生
し
、

犠
牲
者
26
名
と
い
う
大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
火
災
で
は
記
憶
に
新
し

い
大
阪
市
雑
居
ビ
ル
の
放
火
に
よ
る
火
災
で
26
名
の
死
者
。
ま
た
近
隣
に

お
い
て
は
島
根
県
島
根
町
加
賀
で
22
棟
が
全
焼
す
る
大
規
模
火
災
も
発
生

し
ま
し
た
が
、
私
ど
も
鳥
取
県
西
部
地
域
で
は
会
員
事
業
所
も
含
め
、
幸

い
に
も
大
き
な
自
然
災
害
や
大
規
模
な
火
災
・
危
険
物
の
漏
洩
事
故
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
も
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
で
猛
威
を
ふ

る
い
、
鳥
取
県
西
部
地
区
で
も
未
だ
収
束
が
見
込
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
昨
年
行
わ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ク
シ
ン
グ

女
子
フ
ェ
ザ
ー
級
で
米
子
市
出
身
の
入
江
聖
奈
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

さ
れ
た
こ
と
は
地
元
に
元
気
と
感
動
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
二
年
間
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
行
事
等
の
中
止
の
為
、
会
員
の
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
引
き
続
き
感
染
症
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
講
習
会
及
び
各
種
研
修
会
や
境
港
市
消
防
保
安
協
会
主

催
の
事
業
所
対
抗
消
火
競
技
会
へ
の
参
加
と
い
っ
た
協
会
員
主
体
の
事
業

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
六
月
で
創
立
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
新
た
な
事
業
の
検
討

も
含
め
、
各
会
員
事
業
所
が
防
火
・
防
災
管
理
に
対
す
る
意
識
の
更
な
る

向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
と
連
携
し
な
が
ら
、

火
災
・
事
故
の
な
い
快
適
で
安
全
な
生
活
が
過
ご
せ
る
地
域
作
り
に
貢
献

す
る
た
め
、
い
っ
そ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
ま
た
本
年
の
無
事
故
、
無
災

害
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

米子城から臨むダイヤモンド大山（提供：米子市経済部文化観光局文化振興課）



第21号（2）令和４年３月 会　　　　　報

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
消
防

行
政
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
加
え
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
社
会
経
済
へ
の
多
大
な
る
損
失
を
及
ぼ
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と
と
も
に
、地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
の
増
大
や
大
規
模
地
震
頻
発

に
よ
る
自
然
災
害
の
猛
威
は
、益
々
激
し
く
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。ま
た
、人
口
減
少
、高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
な
ど
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
脅

か
す
場
面
が
増
え
て
お
り
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョン
）な
ど
社
会
環
境
も
激
変
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、西
部
消
防
局
の
取
り
組
み
の一つ
と
し
て
、

「
地
域
と
と
も
に
進
め
る
防
災
行
政
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、本

協
会
の
皆
様
は
も
と
よ
り
消
防
団
、自
主
防
災
組
織
等
地

域
住
民
の
方
々
と一緒
に
防
火
・
防
災
に
取
組
み
、地
域
防
災

力
の
強
化
を
図
り
安
心・安
全
な
地
域
社
会
の
形
成
を
推
進

す
る
こ
と
を
命
題
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
使
命
達
成
の
た
め

本
協
会
会
員
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
大

き
な
力
で
あ
り
、今
後
と
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
の
３
月
を
以
て
消
防
局
長
の

職
を
辞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
４
年
間
、貴
協
会
の

顧
問
と
い
う
立
場
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
貢
献
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
部
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、宇
野
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様

方
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、皆
様
の

今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
の
さ
ら

な
る
ご
発
展
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
の一日
で
も
早
い
収
束
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三光株式会社塩見工場
岸田和樹さん
大坪圭佑さん

【参加して一言】
　一番手だったので勝手
がわからず、タイムが悪く
悔しかったです。でもいい
経験になりました。

米子製鋼株式会社
小林裕二さん
継岩拓斗さん

【参加して一言】
　初めて参加しましたが、
とてもいい経験になりまし
た。

米子ガス株式会社
三鴨礼二郎さん
長谷川柊斗さん

【参加して一言】
　初めて参加したので、
煙で火がいつ消えたのか
わからず、終わるタイミン
グがわからなかったので時
間がかかってしまいました。

三光株式会社江島工場
武良悠大さん
碓井康平さん

【参加して一言】
　消火の迅速さの大切さ
がわかりました。まさか優
勝できるとは思ってなかっ
たのでとても嬉しいです。

日ノ丸産業株式会社米子支店
濱垣智洋さん
山本真生さん

【参加して一言】
　初めての参加だったの
で難しかったです。

退
任
の
ご
挨
拶

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
　
　

消
防
局
長

藤
山
史
郎

消火競技会
　令和３年10月15日（金）に、境港市消防保安協会主催「第４２回事業所対抗消
火競技会」が境港消防署において開催されました。
　当日は爽やかな秋晴れの中、境港消防署の皆様にご協力頂き
ながら全17チームが消火技術を競いました。
　当協会からは４会員事業所より５チームのご参加頂き、みご

と三光株式会社江島工場チームが優勝されました。また、ご多忙の折にもかかわら
ず宇野会長にご臨席賜り、消火競技会を盛り上げて頂きました。

（協会ホームページも併せてご覧ください）



会員事業所紹介

令和４年３月会　　　　　報（3）第21号

王子製紙株式会社米子工場
　　　　所在地/米子市吉岡３７３
　　　　操業開始/昭和27年11月

～山陰の豊かな自然に支えられ、環境に
　　やさしいエネルギー設備を導入し
　　「紙・パルプ」の生産を行っています～

会社概要

防災活動

　2000 年 10月に発生した鳥取県西部地震を教訓に、
毎年工場全体で地震・津波訓練を実施しています。工
場内で働く全ての従業員が、年に一度消防訓練を実施
します。職場での出火を想定し、初動連絡、初期消火、
工場自衛消防隊出動、米子消防署連絡等の訓練計画
を作成し、消火器や消火栓を使用し規律正しいきびき
びとした動作を意識した訓練を行い、訓練後所属長か
ら講評を得ます。
　また、他工場で発生した火災の事例を自職場に置
き換え同様の火災が発生しないように対策を行って
います。
　2022 年も、引き続き全従業員が防災意識を高く
持ち、火災ゼロの継続を目指し活動致します。

　王子製紙㈱米子工場は、東に名峰「大山」を西に
日野川をはさんで、景勝の「弓ヶ浜」を臨む山紫水明
の恵まれた環境のもと、パルプから抄紙・塗工工程ま
で一環生産体制で高級塗工紙、高級白板紙、溶解パ
ルプなどを生産する工場です。
　1997 年には当時世界最新の技術を取り入れたＮ－
１号抄紙機が稼動、2014 年にはレーヨンや液晶フィ
ルム等の原料となる溶解パルプ設備が稼動しました。
　また廃棄物を燃料とするボイラー設備の導入を行い、
環境面に配慮した操業を行っています。

　「火災ゼロを目指した活動を推進する」
　「人命の保護を最優先に自然災害への備えを万全に
する」を 2022 年基本方針として掲げ、年間防災計画
を立案し毎月の活動を行っています。

　死者の発生した住宅火災の主
な原因は、たばこ、ストーブ、こん
ろです。こちらの火災を起こさな
いために「4つの習慣・6つの対
策」を心がけましょう。

住宅防火
～火災死者の約7割は住宅で発生！～

地震津波訓練の様子

消防訓練の様子



第21号（4）令和４年３月 会　　　　　報

★建物火災は火災全体の50.6％
　火災件数87件の構成比率を見ると、建物火災が
50.6％で最も高い比率を占め、次いでその他火災が
４０．２％となっています。

★出火原因は「たき火」が最も多い
　87件の出火原因を見ると、たき火が最も多く25件、
次いでストーブ４件、たばこ及びこんろが３件となってい
ます。昨年と比較し電気装置及び電灯等の配線及び放
火による出火原因が減少しています。

令和3年 令和2年 増減数

火
災
種
別

建物火災 44 29 15

林野火災 4 1 3

車両火災 4 3 1

船舶火災 0 0 0

その他火災 35 44 ▲9

火災件数（件） 87 77 10

　空気が乾燥し、強い風が吹く春の季節は火災が発生し
やすくなります。特に林野火災が発生する気象条件となり
ますので火の取り扱いには十分注意してください。
　西部消防局では、3月1日（火）～ 7日（月）までの「春の
全国火災予防運動」にあわせ山陰放送の「マルっと！とっ
とり」で住宅用火災警
報器の普及啓発のＰ
Ｒを行いました。令和
３年６月時点で鳥取
県の設置率８４％、鳥
取県西部でも８４％と
なっており、全世帯へ
の設置には至っていない状況であります。

　条例により義務化されてから１０年以上が経過し当時設置された警報器の劣化や電池切れ等により
交換時期が過ぎているご家庭も増えていると思いますので今一度ご確認をお願いします。
　当協会におきましても、防火・防災の為の実務研修の開催や住宅用火災警報器の普及及び防火冊子
の配布による啓発などの事業を行っておりますが、会員事業所におかれましても従業員への防火教育
の充実強化、自主防火管理の徹底などを行って頂き、火災発生防止に努めてください。

～西部消防局管内の動き～

～令和３年度　全国統一防火標語～
「おうち時間　家族で点検　火の始末」

春の火災予防運動 が実施されました。

　令和３年中の火災件数は87件と前年に比べ10件（12.9％）の増加となりました。この10年間の火災
件数をみると平均して110件前後で推移していますが、前年の77件に次いで少ない件数となりました。
火災による死者は５人でそのうち４人は高齢者で80％を占めていました。
　負傷者は15人でした。

出火状況と出火原因

火災概況について（令和3年１月～12月）



令和４年３月会　　　　　報（5）第21号

　令和４年度各種試験・講習会日程が決まりました。詳細につきましては、ホームページでご確認ください。
■準備講習会について
　危険物取扱者試験準備講習会（乙種第４類及び丙種）を開催いたします。
　なお、会員事業所の方は受講料の割引がありますので、詳細につきましてはホームページでご確認く
ださい。
◆令和4年度 危険物取扱者試験準備講習会

令和４年度 各種試験・講習会日程

講習種別 回数 講　習　日 受付期間
（※講習会前日まで受付）

試　験　日

乙種第４類
丙　　　種

（定員40名）

第１回 ５月19日(木)・20(金) ４月18日（月）～
6月12日（日）
6月19日（日）

第２回 ９月8日(木)・9日(金) ８月15日（月）～
10月16日（日）
10月23日（日）

第３回 令和5年
２月９日(木)・10日(金)

令和5年
１月４日（水）～

令和5年3月5日（日）
令和5年3月12日（日）

講習会種別
会　　　員 会　員　外

テキスト代
テキスト代込 受講料のみ テキスト代込 受講料のみ

乙種第４類 7,500円 3,000円 11,500円 7,000円 4,500円
丙　　　種 5,300円 1,400円 6,800円 2,900円 3,900円

区分 試験日・試験種類 試験会場（予定） 受付期間・合格発表予定日

危

険

物

取

扱

者

試

験

第１回 　６月12日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）米子コンベンションセンター

（電子申請）　4月8日（金）～4月22日（金）
（書面申請）　4月11日（月）～4月25日（月）
（合格発表予定日）　7月11日（月）

第２回 6月19日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉未来中心

(電子申請) 4月8日(金)～4月22日(金)
(書面申請) 4月11日(月)～4月25日(月)
(合格発表予定日) 7月19日(火)

第３回 10月16日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）米子コンベンションセンター

(電子申請) 8月9日(火)～8月23日(火)
(書面申請) 8月12日(金)～8月26日(金)
(合格発表予定日) 11月14日(月)

第４回 10月23日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉未来中心

(電子申請) 8月9日(火)～8月23日(火)
(書面申請) 8月12日(金)～8月26日(金)
(合格発表予定日) 11月21日(月)

第５回 令和5年3月5日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉体育文化会館

(電子申請) 令和5年1月3日(火)～1月17日(火)
(書面申請) 令和5年1月6日(金)～1月20日(金)
(合格発表予定日) 令和5年4月4日(火)

第６回 令和5年3月12日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）米子コンベンションセンター

(電子申請) 令和5年1月3日(火)～1月17日(火)
(書面申請) 令和5年1月6日(金)～1月20日(金)
(合格発表予定日) 令和5年4月11日(火)

消
防
設
備
士
試
験

第１回
7月24日（日）

甲種 （特類、1類～ 5類）
乙種（1類～ 7類）

（中部）倉吉体育文化会館
(電子申請) 5月10日(火)～5月24日(火)
(書面申請) 5月13日(金)～5月27日(金)
(合格発表予定日) 8月31日(水)

第２回
11月20日（日）

甲種 （特類、1類～ 5類）
乙種（1類～ 7類）

（東部）鳥取県庁
（西部）米子コンベンションセンター

(電子申請) 9月12日(月)～9月26日(月)
(書面申請) 9月15日(木)～9月29日(木)
(合格発表予定日) 令和5年1月11日(水)

◆令和4年度 危険物取扱者試験・消防設備士試験日程 ※危険物取扱者試験準備講習会と危険物取扱者試験の申込先、受付期間は異なりますのでご注
意ください。（試験の受験申込先は、「一般財団法人 消防試験研究センター 鳥取県支部」です。）

令和3年度　危険物取扱者試験　結果報告

①講習会日程

②受講料
※丙種の受講の方は、2日間のうちの1日半の講習となります。（9H）

第3回（令和2年度） 第1回 第2回
乙４ 合格率 丙 合格率 乙４ 合格率 丙 合格率 乙４ 合格率 丙 合格率

講 習 受 講 者 55.6％ 講習会なし 41.7％ 100％ 51.7％ 受験者なし

鳥 取 県 平 均 37.5％ 64.7％ 35.7％ 90.9％ 37.4％ 35.0％
※第20号に掲載しました令和２年度第３回の合格率に誤りがありましたので訂正いたします。



第21号（6）令和 4 年３月 会　　　　　報

　西部消防局主催の防火管理等講習会につきましては、令和４年度も引き続き開催いたします。詳細につきまして
はホームページでご確認ください。

１　甲種防火管理新規講習（定員60名、３回のみ50名・テキスト代4,600円）

２　乙種防火管理講習（定員10名・テキスト代4,600円）

３　防災管理新規講習（定員40名・テキスト代3,100円）

４　甲種防火管理再講習（定員60名・テキスト代2,000円）

５　防火・防災管理再講習（定員20名・テキスト代2,500円）

令和4年度　防火管理等講習会日程

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 5月11日（水）・12日（木） 4月19日（火）～ 4月27日（水）

第２回 ９月13日（火）・14日（水） 8月24日（水）～ 9月1日（木）

第３回 11月17日（木）・18日（金） 10月26日（水）～ 11月4日（金）

第４回 令和５年３月16日（木）・17日（金） 令和5年2月21日（火）～ 3月3日（金）

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 10月13日（木） 9月27日(火) ～ 10月4日（火）

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間
第１回 12月9日（金） 11月22日（火）～ 11月30日（水）

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 　６月21日（火） 6月2日（木）～ 6月9日（木）

事務局よりお知らせ
★会費の納入について★
　令和３年度の会費につきまして、ご協力頂き誠に有難うございまし
た。次年度の会費につきましては、定期総会終了後にご請求させて
いただきたく存じますが、お振込やご持参等による納入が困難な場
合につきましては、事務局員が集金に伺いますので、ご一報願います。

★DVDの貸出について★
防火DVD及び危険物取扱者保
安教育用DVDの貸し出しを行っ
ておりますので、ご活用ください。
詳しくは協会まで。

米子地区防火安全協会事務局　TEL:0859－35－1970
●メールアドレス：y-fpsa＠yonago-kyoukai.sakura.ne.jp
●ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 令和5年3月16日（木） 令和５年２月21日（火）～３月３日（金）

新規会員のご紹介
◦モスバーガー米子皆生通り店
　　　　米子市東福原3-8-9　 
◦モスバーガー米子内浜店　　
　　　　米子市旗ヶ崎7-10-23

　　　

ご入会ありがとうございました。

編集後記
　今年度も新型コロナ感染症により行動制限等で我慢の強いられ
る一年でしたがイベントが軒並み中止される中、一年遅れで開催
された夏の東京オリンピックそして冬の北京オリンピックの日本
選手の皆さんの活躍に勇気と感動をいただきました。
　本協会も来年度は協会創立十周年の節目の年にあたります。感

染対策を講じながら講習会及び研
修会等を行っていきたいと思いま
すので今後ともご協力の程よろし
くお願いします。

（事務局　渡辺）




